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先週号でお伝えした校庭の紅葉も盛りを過
ぎ、桜や銀杏の木などもすっかりと葉を落と
しました。季節が駆け足で進んでいるかのよ
うに感じます。
８日（月）、全校児童で校庭の花の片付けを

しました。子どもたちがよく頑張ったので予
定よりも早く終えることができました。カラ
フルな校庭とはしばしのお別れとなります。
間もなく雪が降ってくると思いますが、立木
の雪囲いや消雪パイプの点検などを済ませ、
冬への備えを進めています。

10日(水)、稲作体
験での収穫を喜び、
支えていただいた方
々に感謝する「収穫
感謝の会」と、収穫
した新米を味わう
「ジャンボのり巻き
パーティー」改め「お
にとんパーティー」
が行われました。
収穫感謝の会で

は、稲作体験の中心
になってがんばった
５年生により、スラ
イドを使った稲作体
験の様子が紹介され
ました。そして、そ
の体験を通して学ん
だことの中からクイ
ズを作って５年生が
出題しました。最後
に、田んぼの学校で
お世話していただい
た粟津さんと川越さ
んに、子どもたち手
作りの感謝状と新米
１㎏を贈呈させてい
ただきました。

５名の５年生が役割を分担し、入念に準備
をして開いてくれた感謝の会でした。

引き続き、おにと
んパーティーが行わ
れました。まずは、
おにぎり用の具材の
準備をしていただき
ありがとうございま
した。梅干し、鮭フ
レーク、ツナマヨ、
きざみコンブ、ふり
かけ等様々でしたが、中にはチーズを入れる
子もいました。私は１年生と一緒に作って食
べましたが、ふりかけが多かったですね。

本来なら、みんなが
同じ場で作って食べて
楽しみたかったのです
が、感染対策というこ
とで、給食と同様に学
年毎に各教室で行いま
した。ただし、今回は
ICT を活用し、タブレ
ットで各教室の様子を

撮影し、その映像を各教室の電子黒板でお互
いに見ながら作ったり食べたりしました。他
の学年のようすが分かり、面白かったです。
さて、おにぎりの味ですが、やはり、新米

ですのでご飯そのものがとても美味しいと思
いました。それに、今回は各自の好みの具材
で味がプラスされていますので、美味しそう
に頬張る子どもたちの姿が見られました。ま
た、豚汁も美味しくて、６年生は足りなかっ
たのか１年生に
もらいに来るほ
どでした。
みんなで収穫

の喜びを存分に
味わうことがで
きた「おにとん
パーティー」に
なりました。

「油断大敵」

秋田市内の小学校でクラスターが発生しま
した。ニュースでは児童の新規感染者が続々
と発表されています。今後は、ワクチン接種
が進んでいるとはいえ、濃厚接触者となって
いる家族の中からも新規感染者が出てくるの
ではないかと予想されます。
新型コロナウィルス感染症の新規感染者が

全国的に減少し、県内でも「０」の日が多く
なってきていた矢先の出来事に、冷水を浴び
せられたようで、ハッとさせられました
新型コロナウィルスが「０」になったわけ

ではありませんので、どこでも同じように起
こりえることだと思います。再度気を引き締
めて感染対策に取り組んでいきます。


